
第４０回 天文学に関する技術シンポジウム アンケート結果 

天文学に関する技術シンポジウム世話人会 

 

 

WEB での登録者数 （括弧内数字は昨年度アンケート結果より） 

・全体 111 名 （92 名） 

・台内参加 76 名（71 名） 

・台内技術系職員 39 名（24 名） 

・台外参加 35 名（21 名） 

・アンケート回収 45 （37） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全体の平均   7.06（80.2％） 

台内技術系職員 6.76（87.7％） 

台内技術系以外 7.45（72.7％） 

 

台内技術系職員アンケート平均＊台内技術系職員参加者/台内技術系職員数 

＝6.76＊39/61＝4.32 （30.25％） 

【０を含めない場合 平均が 7.35 になって、4.70 になる】 

  



 

 

Web で見つけて興味を持った; 

オンラインだったため(出張する必要がなかった); 

去年から勤務だったので開催を初めて知った。; 

興味のある講演があったため; 

公開天文台の ML で知り、たまたまコロナ関係のデータがあった; 

指導学生の発表があった; 

所内メールで案内があった; 

世話人なので; 

JAPOS-ML から; 

締切と開催日がちょうど良かった。; 

プロジェクトメンバーから発表することを勧められた; 

発表の共同実施者であったため; 

  



 

新しい人的交流ができそう; 

発表時間以外、業者対応その他の業務で聴講できなかった。; 

  



情報交換会について感想をお聞かせください。 

Please tell us your impressions of the information exchange meeting. 

エンジニアリングに特化した大変貴重な交換会に思いました。SKA-JP 内での活動や、ヨーロッパでの

電波天文コミュニティに参加すると、このようなシンポジウムに実製造や実サービスを行う企業の参加

や議論への加入が少ないことを残念に思います。 

時差の関係で出席できなかった。 

参加できませんでした。 

別の用事があったため、参加できませんでした。 

SpatialChat で、かなりリアルに雑談が再現できて面白かったです。１日目は ZOOM だけはつなげてい

ましたが、仕事中のためほとんど内容は把握できず、懇親会も断念しましたが、２日目もご用意いただ

けて良かったです。 

チャットベースよりも迅速に会話できるので良い。 

必要ならば手元に資料を表示しながら議論ができるので便利なはず。 

アイコンが少し小さいのでお目当ての人を捕まえにくいかもしれない。もう少し狭いスペースで少し密に

なるぐらいの方が実際のワークショップ等に近い感覚になるのでは？ 

SpatialChat を初めて体験しましたが、いくつかの小グループで双方向通話が出来る機能がとてもよか

ったです。 

リモートではあったが 3，4 人での少人数意見交換が出来て、飲み会での意見交換のようであった。 

飲食も自分で用意できるし、このような情報交換方法が主流になっても良いかと思う 

special.chat というシステムとても良いです。あちこちでいろいろお気遣いありがとうございました。 

一人調子に乗りすぎましてお騒がせしました。 

Good. 

自分の発表内容に興味を持ってくれた、同じ課題や問題に直面していた人と話ができたのは良かっ

た。 

また、オンラインツール初めて使ったが大変有用なものだった。 

実際に立ち話をしているような気軽さなうえ、一つの会話中に多くの通りすがりの方から研究の経験談

やアドバイスを頂けて有意義だった。 

業者対応その他の業務で出席できなかった。 

SpatialChat を活用できており、いつものとおり気軽に発表者・聴講者、仕事・プライベート関わらずコミ

ュニケーションできたことが大変よかった。普段人との接触を避けなければならない状況下において、

新たなコミュニケーションツールとして今後も活用していただきたい。 

他の会議の関係で参加できませんでした 



Spatialchat を初めて利用しましたが、久々に F2F の懇親会に参加しているようで楽しませていただき

ました。思っていた議論もし尽くせて大変ためになる機会でした。 

世話人の皆様、準備ありがとうございます。たいへん、有意義でした。同じような仕組みを、自分の所

属するプロジェクトでも使ってみたいと思います。 

世情を考慮して最大限の効果がある方法で実現されたと思います。世話人の皆様、本当にありがとう

ございました。と同時に、やっぱり対面の良さも再認識した次第です。海外拠点の皆さんが時差で参加

できないのも少し残念でした。早くコロナが収束して、皆さんとお会いできるのを楽しみにしています。 

いろいろな人と話せて楽しかったです。雑談大事ですね。 

出ませんでした。御免なさい。 

SpecialChat を使う事で仮想的な会場が再現され、話をしたい人を選んで会話をすることが出来た。カ

メラ off だと顔が見えないので話しのきっかけを作るのが難しく、回線が細く途中で落ちてしまう人もい

たが、満足できた。 

また、例年だと 1 日しか用意されない交換会が 2 日用意されたことで、全ての発表内容に対して質疑

応答だけでは足りない部分を補うことが出来るように配慮され、大変よかった。 

飲食は出来なかったが、一定の効果（懇親）はあった。発表の形式はむしろリモートの方がよい。 

急な仕事が入って 2 日目はほとんど参加できなかったが、1 日目に関してはいろいろ話せて良かった

と思う。懇親会もコロナ下であまり飲み会がない中で色々話せてストレス発散にもなって良かった。私

は SpatialChat はかなりいいと思ったが、SpatialChat は近づかなければならないため話しかけにくかっ

たという意見を他の方からは聞いた。 

出席者が思ったより少なかった印象がします。 

spatial chat のシステムはよかったと思います。 

ポスターセッションのようなことがオンラインで実現されていて、細かい質問でも発表者に聞くことがで

きた。1 対多の仕組みでは長く質問することは憚られる。また、横道にそれた雑談にも花を咲かせるこ

ともできた。 

初日 firefox で自宅から参加したら重すぎた。chrome 入れてみたのでどうなるか。 

(全般)やはり、最初話しかけづらいというところがあったように思います。 

(1 回目)途中参加したこともあり、ポスターがみえないので発表してた内容がわからず、相手が知って

いる人でないと話しかけづらかった。 

 

情報交換会以外のコメントですが、このような大変な状況下で様々な試みをしながら開催、大変だった

ことと思います。世話人の皆様、ありがとうございました。 

あまり使用経験がなかった機能として、zoom のスポットライトとタイムキーパー、アンケートにビックリし

ました。良かったです。 



リモートですが、これほど会話が進められるとは想像していませんでした。リモートの中ではとても良い

試みでした。もちろん実地で顔を見ながら会話して（議論というよりも）親交を深めて、その後に情報を

やり取りできるような繋がりができることを期待したいです。 

最後までやり方がよく分からなかった。 

  



今後希望するテーマがありましたらご記入ください。 

Please let us know your expected theme in future. 

シンポジウムお疲れ様でした。屋外での立ち合い業務が入ったりしたので中々聴講出来るタイミングが

無かったのですが少しでも聴講した内容は興味深かったです。システムズエンジニアリングの続きも聴

講したかったのですが屋外だったので聴講出来ず録画等あれば拝見したいと思いました。専門分野に

よっては難しい内容もありましたが、火球の追尾等、個人的には一般にも分かりやすい研究テーマは初

めてのシンポジウム参加でもとっかかり易く聞いていて面白かったです。 

最新技術でも、身近な工夫でも、天文学会とは別の地道な雰囲気がとても良いと思います。 

失敗学。また、各分野で失敗の典型例などを系統立てて紹介すると良さそう。 

最後の藤井様の残り 2 つの発表も聞きたかったです。 

文書化。 

情報セキュリティ 

特になし 

分野横断的に必要とされる技術を，毎回１個づつ取り上げるのはいかがでしょうか？ 

外注製作と内製のメリット・デメリット 

注目の先端技術と影で支える人・技術・テクノロジー 

スケジュール管理 

台外からの参加者も集めるのは大変かもしれないが、今後もその努力は続けて欲しい。 

また技術シンポはフォーマルな学会とは違い、カジュアルなスタイルで参加できることが魅力であり、懇

親会で情報交換することで仕事に役立つ情報、物を交換、提供できる/される可能性が拡がる。今後も

この方向性で是非続けて欲しい。 

最新技術適用のアイディア（AI、ドローン、３D プリンタ、IoT 等)。 

オンラインのほうがスライドの内容が読みやすく、集中して発表を聞くことができた。また、スクリーンショ

ットを撮ってメモすることも容易で、今後もオンラインの利点を活かしてもらいたい。大きな会場での公演

や会議へネットを通して参加することは音や画面が聞きづらい見えづらいことも多いので、逆に公演者

が ZOOM で発表し、その内容を大きな会場に流すような、逆の方法を取ると良いと考える。公演者が研

究会会場へ足を運ぶ場合でも、大会場ではなく個室から公演を行うことなどもあり得る。 

すぐに思いつきませんが期待しています。 

若手技術者の教育や育成について。 特に理系大学生や高専の学生などに対して必要な技術力や知

識をつけさせるプログラムを考える。 全体的に技術者は高齢化しており、学生は幼稚化していることを

危惧しています。 

 

 


